
絵
図
に
み
る
近
世
河
川
航
路
の
空
間
認
識

野

淳

寺

は
じ
め
に

絵図にみる近世河川航路の空間認識

歴
史
地
理
学
に
お
け
る
空
間
認
識
の
研
究
は
、
過
去
の
人
聞
が
内
在
化
し
た
地
理
的
知
識
を
理
解
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
性

の
復
権
を
唱
え
、
近
代
西
欧
科
学
か
ら
の
脱
却
を
意
図
す
る
人
間
主
義
地
理
学
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。
人
文
・
社
会
科
学

に
お
け
る
近
代
西
欧
科
学
批
判
は
、

コ
ン
ト
以
来
の
実
証
主
義
認
識
論
の
再
検
討
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
特
殊
西
欧
的
な
合
理
性
か
ら

真
の
多
義
的
な
合
理
性
へ
、
事
象
の
客
観
的
な
現
象
分
析
か
ら
主
体
の
主
観
的
な
認
識
理
解
へ
、
閉
じ
た
社
会
か
ら
聞
か
れ
た
社
会
へ
、

一
元
的
発
展
段
階
か
ら
多
元
的
構
造
転
換
へ
と
、
思
考
様
式
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
と
考
え
る
。
人
間
主
義
地
理
学
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識

論
の
転
換
を
具
体
的
な
事
例
研
究
に
お
い
て
提
示
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
近
世
の
河
川
交
通
を
事
例
と
し
て
水
運
に
携
わ
っ
た
人
々
の
空
間
認
識
を
理
解
し
た
い
と
考
え
た
。
こ
の
方
法
は
絵
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図
の
解
読
で
あ
り
、
す
で
に
一
端
は
「
北
上
川
航
路
図
か
ら
み
た
船
頭
の
自
然
知
覚
」
と
し
て
報
告
し
た
(
1
〉
。
本
稿
で
は
最
上
川
の
絵

図
を
新
た
に
加
え
、
北
上
川
と
最
上
川
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
詳
細
な
考
察
を
試
み
て
い
る
。



。H
H 図

表 1北上川と最上川の水路図一覧

名 l形式と寸法(佃)I区 間| 作成年号 所 蔵 者

1.北上川絵図 巻物 28X1890 黒沢尻一石巻 宝暦2年(1753) 北上市立図書館

~t 2. r黒沢尻川岸より石巻迄川筋絵図J 冊物 27 X 2880 黒沢尻一石巻 石巻市毛利コレクション

3. r黒沢尻川岸より石巻迄川筋絵図」 巻物 26X3040 黒沢尻一石巻 宮域県図書館

上 4. r北上川航路図」 冊物 27.8X2880 黒沢尻一石巻 盛岡市中央公民館

5.合「北川上口迄川黒之沢川尻筋河絵岸図」より仙台領石巻落巻物 27.5X766 黒沢尻一石巻 盛岡市中央公民館

JIl 
6.絵「北図上J川筋黒沢尻河岸より石巻湊迄之巻物 27.5X4465 黒沢尻一石巻 弘化年間(1844-18岩手県立図書館

47 

11. r州通絵図閑正部最上左沢J
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一←

折畳み式28X1l80 糠(正野部目で一区左切沢) 一一 山形県立博物館

2.松川舟運図昇風 開 6曲l双{官数需品二額 一 米沢市宮腕時
最

3.最上川川通絵図 巻物 27X870 山形船町一沼田 寛文8(一16克68一保2 山形市立大郷小学校
1742) 

上
4.最上川透舟案内図 巻物 29.5X700 山形船町一酒田 天保7年(1836) 大資石料館田町立歴史民俗

5.最上)11水路図 巻物 16X470 上ノ山一酒田 山形県立博物館

JI! 6. r自左沢歪酒田最上川絵図」 折畳み式64X871 山形船町一酒田 河北町谷地鼠真司

7. r最上川谷地押切渡より柏沢迄絵図」 巻物67.5X800
(坤(乾))本谷合地海一一清清j水" 

延享3年 (1746) 鶴酒井岡家市致文道書博物館
67.5X700 

8.最上川絵図 巻物 55X980 谷地一清JIl
稲山村辺七町大郎字左蕨衛門

注 1) 図名のある水路図はカッコを付し，図名のない水路図は名称を適宜与えた。

2) 作成年号を記した水路図は作成年号にアンダーラインを，作成年号を確定しうる水路図は作成年号を示した。



近
世
の
河
川
航
路
を
描
い
た
絵
図
は
、
大
別
し
て
次
の
三
種
類
が
現
存
す
る
。

ω旅
人
の
船
旅
案
内
図
。
伏
見
|
大
坂
聞
の
淀
川
絵
図
が
代
表
例
で
あ
る
(
2
3

ω河
岸
の
所
在
を
示
し
た
絵
図
。
倉
賀
野
|
江
戸
間
の
利
根
川
絵
図
が
代
表
例
で
あ
る
す
〉

O

ω航
路
の
難
所
を
示
し
た
絵
図
。
北
上
川
、
最
上
川
、
阿
武
隈
川
、
富
士
川
な
ど
に
現
存
す
る

T
V

ωと
同
の
絵
図
は
両
岸
の
風
景
描
写
を
中
心
と
し
て
お
り
、
航
路
の
状
況
を
表
現
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、

ωの
絵
図
は
両

岸
の
風
景
に
加
え
て
航
路
の
状
況
を
詳
細
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
水
運
に
携
わ
っ
た
人
々
の
空
間
認
識
を
理
解
す
る
に
は

ωの

絵
図
が
適
し
て
お
り
、
こ
れ
を
水
路
図
と
定
義
す
る
。
水
路
図
と
は
、
近
代
測
量
を
お
こ
な
わ
ず
に
河
川
航
路
の
状
況
を
詳
細
に
描
い
た

絵
図
で
あ
る
。

絵図にみる近世河川航路の空間認識

水
路
図
の
所
在

表
ー
は
北
上
川
と
最
上
川
の
水
路
図
リ
ス
ト
で
あ
る
。
な
お
、
リ
ス
ト
は
区
間
別
の
推
定
年
代
順
に
配
列
し
た
。
現
在
刊
行
物
に
掲
載
さ

れ
た
水
路
図
は
北
上
川
1
、

3 

7
、
8
で
あ
る
す
)
。
し
か
し
、
こ
の
多
く
は
博
物
館
な
ど
の
展
示
目

2 

3
、
5
、
最
上
川
1
、
2
、

録
の
た
め
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
他
の
水
路
図
は
、
現
地
の
研
究
者
か
ら
個
別
に
得
た
情
報
を
も
と
に
筆
者
が
所
在

確
認
を
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
水
路
図
の
所
在
を
明
記
し
、
ま
た
資
料
吟
味
が
必
要
と
な
る
。
本
稿
は
水
路
図
相
互
の
比
較
研
究
の
た
め
所

在
確
認
に
は
最
大
限
の
注
意
を
は
ら
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
表
1
の
リ
ス
ト
は
現
段
階
に
お
け
る
最
も
信
頼
度
の
高
い
リ
ス
ト
と
考
え
る
。
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付

北
上
川
水
路
図
の
所
在

北
上
川
水
路
図
の
所
蔵
者
は
い
ず
れ
も
本
来
所
蔵
し
て
い
た
原
所
蔵
者
で
は
な
く
、
原
所
蔵
者
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
北
上
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川
ー
は
昭
和
四
五
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
旧
盛
岡
藩
御
蔵
物
書
役
の
斎
藤
家
旧
蔵
で
あ
っ
た
す
)
O

北
上
川
4
と
5
は
盛
岡
市
中
央
公
民

館
へ
移
管
さ
れ
た
盛
岡
藩
旧
蔵
文
書
の
な
か
に
あ
る
。
北
上
川
2
は
故
毛
利
総
七
郎
、
北
上
川
6
は
故
新
渡
戸
仙
岳
の
収
集
で
あ
り
、
そ

の
入
手
先
は
不
明
と
な
っ
た
。

北
上
川
2
、
3
、
4
は
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
水
路
図
で
あ
る
。
北
上
川
3
は
岩
間
初
郎
か
ら
宮
城
県
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
。
岩
間
初
郎

に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
七
年
頃
、
当
時
巻
物
で
あ
っ
た
北
上
川
2
を
模
写
し
た
と
い
う
。
し
か
し
北
上
川
2
と
比
較
す
る
と
、
番
所
を
三
ケ

所
書
き
落
と
し
て
お
り
、
完
全
な
模
写
本
と
は
い
え
な
い
。

北
上
川
4
は
嘉
永
三
年
(
一
八
五

O
〉
と
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
の
奥
書
が
あ
る
。
嘉
永
三
年
の
奥
書
は
盛
岡
藩
江
戸
屋
敷
台
所
入

用
の
送
り
状
で
、
桜
田
権
太
夫
が
「
船
中
見
届
」
を
し
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
明
治
二
年
の
奥
書
は
東
京
台
所
米
入
用
の
送
り
状
で
、
仙

台
領
改
所
宛
の
通
行
許
可
顕
で
あ
る
。
北
上
川
4
は
嘉
永
三
年
の
「
船
中
見
届
」
に
際
し
て
、
北
上
川
2
と
同
一
内
容
の
水
路
図
を
模
写

し
た
可
能
性
が
高
い
。

p 

最
上
川
水
路
図
の
所
在

最
上
川
1
3
2
、
5
の
三
点
は
原
所
蔵
者
が
不
明
で
あ
る
。
最
上
川
1
と
5
は
故
長
井
政
太
郎
収
集
に
よ
る
も
の
で
、
原
所
蔵
者
を
確

認
す
る
機
会
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
最
上
川

2
は
約
九

O
年
前
に
故
宮
坂
善
助
が
米
沢
市
中
町
の
小
倉
某
よ
り
入
手
し
た
。
小
倉
家
が
装

飾
性
一
の
高
い
扉
風
の
原
所
蔵
者
で
あ
れ
ば
米
沢
藩
の
家
老
級
の
家
柄
と
思
わ
れ
る
が
、
米
沢
藩
の
家
臣
固
に
該
当
者
は
み
あ
た
ら
な
い
。

以
下
の
五
点
は
原
所
蔵
者
を
確
定
で
き
る
。
最
上
川
3
は
山
形
船
町
の
阿
部
三
右
衛
門
家
が
原
所
蔵
者
で
あ
る
。
阿
部
家
は
河
岸
問
屋

で
あ
っ
た
。
最
上
川
4
は
尾
花
沢
市
行
沢
の
石
山
忠
司
家
(
東
根
市
に
転
居
)
が
原
所
蔵
者
で
あ
る
。

最
上
川
6
は
所
蔵
者
で
あ
る
河
北
町
谷
地
の
損
真
司
家
が
原
所
蔵
者
で
あ
る
。
損
家
は
名
主
役
を
勤
め
た
-
。
最
上
川
7
は
鶴
岡
藩
主
酒



井
家
旧
蔵
で
あ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
新
庄
藩
作
成
の
水
路
図
で
あ
る
。
最
上
川
8
は
所
蔵
者
で
あ
る
山
辺
町
大
字
蕨
の
稲
村
七
郎
左
衛

門
家
が
原
所
蔵
者
で
あ
る
。
稲
村
家
は
在
方
商
人
で
あ
っ
た
。

水
路
図
の
作
成
目
的

絵
図
は
、
依
頼
者
の
作
成
目
的
に
よ
り
場
の
景
観
を
描
い
た
地
図
で
あ
る
。
地
図
に
は
地
表
空
間
の
地
理
的
知
識
が
表
現
さ
れ
て
い

る
?
な
絵
図
の
解
読
は
、
依
頼
者
の
作
成
目
的
に
よ
っ
て
ゆ
が
め
ら
れ
た
部
分
を
切
り
離
し
、
主
体
が
認
識
し
た
空
間
の
地
理
的
知
識
を

読
み
取
る
作
業
で
あ
る
。

水
路
図
に
表
現
さ
れ
た
場
は
近
世
の
河
川
航
路
で
あ
る
。
河
川
航
路
を
生
活
領
域
と
し
た
の
は
船
頭
で
あ
っ
た
。
船
頭
は
河
川
航
路
に

絵図にみる近世河川航路の空間認識

対
す
る
豊
富
な
情
報
を
経
験
か
ら
獲
得
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
船
頭
は
水
路
図
を
必
要
と
し
な
い
。
水
路
図
は
、
政
治
的
・
経
済
的

状
況
の
な
か
で
河
川
航
路
の
情
報
を
必
要
と
し
た
依
頼
者
の
存
在
を
想
定
さ
せ
る
。

付

北
上
川
水
路
図
の
作
成
目
的

北
上
川
1
は
、
依
頼
者
の
作
成
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
北
上
川
1
の
奥
書
を
引
用
し
よ
う
(
ろ
。

右
之
通
川
筋
見
届
井
船
頭
共
御
米
持
方
吟
味
之
趣
共
見
届
之
儀
立
合
-
毛
無
之
、
嘉
左
衛
門
吟
味
之
筋
承
知
仕
候
様
ニ
被
仰
付
、
御

次
よ
り
神
庄
太
夫
一
所
-
一
被
遺
候
、
4

ん
他
領
七
ケ
所
番
所
三
間
庄
太
夫
江
尋
申
者
江
者
、
嘉
左
衛
門
子
先
之
者
と
答
候
心
懸
ニ
し
て
嘉
左

衛
門
土
下
三
人
道
具
為
持
、
庄
太
夫
上
下
三
人
之
内
江
若
党
と
し
て
間
之
者
治
兵
衛
と
申
者
召
連
候
様
ニ
被
仰
付
二
月
二
一

日
昼
出

113 

立
、
石
巻
江
二
四
日
昼
時
着
、
廻
し
方
改
見
居
、
翌
二
五
日
乗
下
回
般
組
廻
し
方
別
段
ニ
見
届
、
二
六
日
石
巻
出
立
、

陸
罷
帰
、
直
々

盛
岡
江
罷
越
右
川
絵
図
御
勘
定
所
江
指
上
、
外
御
尋
之
筋
申
上
候
、
但
し
庄
太
夫
別
段
ニ
御
側
江
図
書
指
上
候
、
何
而
御
脚
所
控
-
一
一
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巻
認
置
也

宝
暦
二
年
壬
申
三
月

北
上
川
1
は
盛
岡
藩
勘
定
所
へ
提
出
し
た
水
路
図
の
控
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
勘
定
所
は
、
嘉
左
衛
門
と
神
庄
太
夫
貞

啓ハ
9
〉
に
「
川
筋
見
届
」
を
命
じ
た
。
嘉
左
衛
門
ら
一
行
は
「
川
筋
見
届
」
に
必
要
な
道
具
を
持
ち
、
丸
三
日
を
要
し
て
黒
沢
尻
か
ら
石
巻

へ
下
っ
た
。
時
期
は
旧
暦
二
月
下
旬
で
、
北
上
川
の
渇
水
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
奥
書
か
ら
次
の
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
川
筋
見
届
」
に
必
要
な
道
具
に
絵
具
が
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
乗
船
中
に
少
な
く
と
も
下
図
が
完
成
し
て
い
た
。
あ
え
て
川
船
航

行
の
困
難
な
渇
水
期
を
選
ん
で
お
り
、

「
川
筋
見
届
」
の
主
眼
は
航
行
の
障
害
と
な
る
難
所
の
検
分
に
あ
っ
た
。
で
は
な
ぜ
難
所
の
検
分

を
必
要
に
し
た
の
か
、
こ
れ
が
北
上
川
の
作
成
目
的
で
あ
る
。

盛
岡
藩
の
江
戸
廻
米
は
藩
境
の
黒
沢
尻
に
集
め
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
藩
有
の
蹄
船
(
三
五

O
俵
積
)
で
川
下
げ
し
た
。
黒
沢
尻
に
は
、
こ

れ
ら
の
藩
船
を
管
轄
す
る
た
め
に
勘
定
所
支
配
の
御
蹄
所
が
置
か
れ
て
い
た
。
黒
沢
尻
御
蹄
所
の
定
目
に
次
の
項
目
が
あ
る
白
)
O

右
川
下
之
筋
春
冬
共
水
不
足
之
節
醇
下
船
本
蹄
江
附
遺
候
義
、
御
肺
奉
行
見
届
吟
味
之
上
川
筋
常
法
遠
近
相
考
、
船
頭
共
勝
手
之
筋

不
申
出
様
吟
味
要
之
事

江
戸
廻
米
は
増
水
期
の
秋
と
翌
年
の
春
に
集
中
し
て
川
下
げ
し
た
が
、
水
量
が
不
足
す
る
と
蹄
船
は
難
所
を
航
行
で
き
ず
、
積
荷
を
よ

り
小
型
の
降
下
船
へ
分
載
し
た
。
黒
沢
尻
か
ら
石
巻
ま
で
醇
下
船
を
継
続
し
て
利
用
す
れ
ば
.
廻
米
運
賃
と
同
額
の
醇
下
賃
を
必
要
と
し

た
。
こ
れ
を
す
べ
て
藩
が
負
担
し
て
い
た
た
め
、
船
頭
が
勝
手
に
醇
下
船
を
利
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
利
用
の
場
合
は
御
締
奉
行
の
許
可

を
と
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
北
上
川
1
の
依
頼
者
は
盛
岡
藩
勘
定
所
で
あ
り
、
そ
の
作
成
目
的
は
降
下
賃
の
増
額

を
抑
え
る
た
め
貯
下
船
の
必
要
な
難
所
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。



北
上
川
と
同
様
に
、
他
の
五
点
の
水
路
図
も
黒
沢
尻
l
石
巻
聞
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
区
間
の
航
行
は
、
盛
岡
藩
領
の
腕
船
に
限
ら
れ

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
水
路
図
の
依
頼
者
は
盛
岡
藩
か
領
内
の
私
有
蹄
船
所
有
者
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
作
成
目
的

は
詳
ら
か
に
で
き
な
い
。

。
最
上
川
水
路
図
の
作
成
目
的

最
上
川
水
路
図
に
は
、
次
の
三
通
り
の
区
聞
が
描
か
れ
て
い
る
。

)
 

1
 

(
 

糠
野
目
|
左
沢
間
(
最
上
川
1
、
2 
、ーノ

依
頼
者
を
確
定
す
る
資
料
は
な
い
が
、
こ
の
区
間
は
米
沢
藩
領
域
の
た
め
依
頼
者
は
藩
か

領
内
の
商
船
所
有
者
の
可
能
性
が
高
い
。

(2) 

山
形
船
町
i
左
沢
間
(
最
上
川
3
、

5 

6 
'-' 

こ
の
区
聞
は
村
山
盆
地
諸
藩
の
江
戸
廻
米
と
幕
府
領
御
域
米
輸
送
、
ま
た
商

4 

絵図にみる近世河川航路の空間認識

荷
物
輸
送
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
最
上
川
3
の
原
所
蔵
者
は
幕
府
御
城
米
請
負
の
河
岸
問
屋
で
あ
り
、
河
岸
問
屋
経
営
と
の
関
連
で
水

路
図
を
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
最
上
川
4
の
原
所
蔵
者
は
尾
花
沢
の
行
沢
の
旧
家
で
あ
る
が
、
奥
書
よ
り
天
保
七
年
〈
一
八
三
六
)

に
模
写
さ
せ
た
旨
が
明
ら
か
な
た
め
水
路
図
作
成
の
積
極
的
な
目
的
が
見
い
出
せ
な
い
。
最
上
川
5
の
依
頼
者
は
不
明
で
あ
る
。
最

上
川
6
の
原
所
蔵
者
は
幕
府
領
名
主
で
あ
り
、
御
域
米
輸
送
と
の
関
連
で
水
路
図
を
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。

谷
地
l
清
川
間
(
最
上
川
7
、
8 
¥J  

こ
の
区
聞
は
新
庄
藩
領
域
で
あ
る
。
最
上
川
7
は
鶴
岡
藩
主
酒
井
家
旧
蔵
で
あ
る
が
、
新
圧
藩

(3) 

郡
奉
行
岩
間
作
右
衛
門
丘
〉
の
記
し
た
奥
書
が
あ
る
。
奥
書
の
考
証
は
別
稿
宙
〉
に
譲
る
が
、
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

奥
童
日
は
新
庄
藩
と
鶴
岡
藩
の
藩
領
域
問
題
に
よ
っ
て
書
き
加
え
た
も
の
で
、
水
路
図
自
体
は
奥
書
の
年
号
の
延
享
三
年
(
一
七
四
六
〉

115 

以
前
に
作
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
時
の
依
頼
者
は
、
最
上
川
流
域
の
新
庄
藩
領
と
他
領
を
弁
別
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
庄

藩
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
な
お
、
関
連
文
書
も
な
い
た
め
作
成
目
的
は
不
明
で
あ
る
。
最
上
川
8
の
原
所
蔵
者
は
近
世
中
期
よ
り
青
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宇
、
蝋
、
紅
花
な
ど
を
扱
っ
た
在
方
商
人
で
あ
る
。
と
く
に
青
苧
は
最
上
川
水
運
で
酒
田
へ
送
り
、
畿
内
や
越
中
へ
出
荷
し
て
い
た
。

ま
た
大
石
田
に
川
船
を
所
有
し
た
こ
と
も
あ
る

S
V
こ
の
た
め
水
路
図
を
作
成
さ
せ
た
可
能
性
が
高
い
。
但
し
、
最
上
川
8
は
記

載
内
容
が
最
上
川
7
と
酷
似
し
て
お
り
、
最
上
川
7
か
類
似
の
水
路
図
を
見
た
絵
師
が
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
、
最
上
川
水
路
図
の
依
頼
者
は
新
庄
藩
、
幕
府
御
城
米
輸
送
の
河
岸
問
屋
と
名
主
、
在
方
商
人
と
い
っ
た
階
層
で
あ
る
。
こ

の
た
め
作
成
目
的
も
個
別
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

四

絵
師
の
空
間
認
識

依
頼
者
の
作
成
目
的
は
絵
師
に
伝
え
ら
れ
る
。
絵
師
は
そ
の
目
的
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
水
路
図
の
表
現
様
式
を
決
定
す
る
。
こ
こ
で

い
う
表
現
様
式
と
は
、
紙
質
、
寸
法
、
形
式
、
図
法
、
彩
色
の
有
無
で
あ
る
。
と
く
に
扉
風
か
巻
物
か
の
形
式
、
備
轍
か
展
開
か
の
図
法

は
作
成
目
的
に
左
右
さ
れ
る
が
、

一
方
で
続
み
手
の
視
座
に
方
向
性
を
与
え
て
い
る
。
次
に
絵
師
は
河
川
航
路
の
諸
事
物
の
う
ち
何
を
選

択
す
る
か
、
ま
た
そ
れ
ら
を
い
か
な
る
記
号
と
色
彩
で
表
現
す
る
か
を
決
定
す
る
。
こ
こ
で
も
作
成
目
的
が
関
与
す
る
が
、

一
方
で
絵
師

の
イ
メ
ー
ジ
も
強
く
入
り
込
む
。
こ
の
点
を
基
本
ラ
ン
ド
マ

1
グ
と
主
題
ラ
ン
ド
マ

l
ク
の
概
念
に
よ
っ
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

け

図
法
と
読
み
手
の
視
座

表
現
様
式
は
依
頼
者
の
作
成
目
的
と
絵
師
の
技
術
に
左
右
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
依
頼
者
が
装
飾
性
の
高
い
水
路
図
を
望
め
ば
、
高
い

技
術
を
も
っ
絵
師
が
選
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
依
頼
者
が
実
用
的
な
水
路
図
を
望
め
ば
、
技
術
者
風
の
絵
師
が
選
ば
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
実
際
、
水
路
図
の
依
頼
者
は
藩
か
ら
河
岸
問
屋
ま
で
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
表
現
様
式
も
装
飾
性
の
高
い
も
の
か
ら
実
用
的
な
も
の

ま
で
多
様
で
あ
る
。
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し
か
し
、
多
様
な
表
現
様
式
の
な
か
に
も
二
つ
の
共
通
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
表
2
に
示
し
た
よ
う
に
、
河
川
の
左
岸

を
水
路
図
の
下
辺
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
同
じ
く
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
第
二
は
備
蹴
図
法
よ
り
も
展
開
図
法
が
多
い
点
で
あ
る
。
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第
一
点
に
つ
い
て
、
例
外
は
北
上
川
5
と
最
上
川
2
で
あ
る
。
北
上
川
5
は
右
岸
を
下
辺
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
理
由
は
ま
だ
解
釈
で

き
な
い
。
最
上
川
は
六
曲
一
双
の
扉
風
で
、
右
双
の
右
上
段
を
上
流
に
左
双
の
左
上
段
を
下
流
と
し
て
い
る
。
右
双
、
左
双
と
も
河
川
を
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三
段
に
屈
曲
さ
せ
、
右
双
の
左
下
段
と
左
双
の
右
下
段
で
河
川
が
接
続
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
上
川
2
は
上
流
か
ら
続
も
う
と
下
流
か

ら
続
も
う
と
読
み
手
の
自
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
点
を
除
く
と
、
巻
物
で
あ
ろ
う
が
折
畳
み
式
で
あ
ろ
う
が
、
水
路
図
の
下
辺
を

左
岸
と
し
て
い
る
。
巻
物
も
折
畳
み
式
も
通
常
左
手
に
持
ち
、
右
手
で
送
る
。
図
の
下
辺
を
左
岸
と
す
れ
ば
、
読
み
手
は
常
に
上
流
か
ら

下
流
へ
向
っ
て
読
み
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
水
路
図
の
多
く
は
読
み
手
に
対
し
て
上
流
か
ら
下
流
へ
向
っ
て
読
み
進
む
よ
う

に
方
向
性
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
点
に
つ
い
て
、
傭
轍
図
は
最
上
川
2
の
み
で
あ
る
。
備
撒
図
法
は
道
中
図
や
海
図
に
よ
く
用
い
ら
れ
、
片
側
か
ら
斜
め
に
見
お
ろ

し
た
よ
う
に
描
か
れ
る
立
)
O

傭
轍
図
法
は
、
立
体
的
に
表
現
で
き
る
利
点
を
も
つ
が
、
手
前
の
一
一
裏
側
を
表
現
で
き
な
い
。
こ
の
欠
点
を

補
う
た
め
に
「
お
こ
し
立
て
」
と
い
う
方
法
(
思
が
あ
り
、
水
路
図
で
は
阿
武
隈
川
に
そ
の
例
が
あ
る

8
1

し
か
し
、
水
路
図
で
は
圧
倒
的
に
展
開
図
法
が
多
い
。
図
ー
に
示
し
た
よ
う
に
、
展
開
図
法
は
立
体
表
現
を
し
に
く
い
が
、
両
岸
の
風

景
を
描
き
や
す
く
、
ま
た
表
現
が
簡
便
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
展
開
図
法
の
文
字
註
記
に
注
目
す
る
と
、
両
岸
の
集
落
、
社
寺
な
ど
の
名
称

が
一
定
の
方
向
性
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。

一
方
、
河
道
中
の
難
所
の
文
字
注
記
は
い
ず
れ
の
水
路
図
で
も
上
流
か
ら
下
流
へ

と
記
さ
れ
て
お
り
、

一
定
の
方
向
性
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
難
所
の
文
字
注
記
を
中
心
に
読
む
た
め
に
は
、
図
ー
の
よ
う
に
展
開

の
水
路
図
を
読
み
手
に
対
し
て
縦
に
置
く
必
要
が
あ
る
。

以
上
、
水
路
図
の
表
現
様
式
に
お
け
る
二
つ
の
共
通
点
か
ら
、
水
路
図
は
読
み
手
に
対
し
て
縦
に
置
か
れ
、
読
み
手
に
上
流
か
ら
下
流

へ
向
っ
て
読
み
進
む
よ
う
、
読
み
手
の
視
座
に
方
向
性
を
与
え
て
い
た
と
指
摘
し
う
る
。

。ラ
ン
ド
マ

l
ク
と
色
彩
感
覚

水
路
図
は
当
時
の
両
岸
の
風
景
や
河
道
中
の
難
所
を
正
確
に
再
現
し
て
は
い
な
い
。
水
路
図
に
描
か
れ
た
諸
事
物
は
、
絵
師
が
取
捨
選
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右岸

一!二im.

下流

展開の図、法

択
し
た
ラ
ン
ド
マ
l
ク
で
あ
る
。
表
2
に
ラ
ン
ド
マ
l
ク
を
ま
と
め
て
示

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
水
路
図
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
ラ

ン
ド
マ

1
グ
(
集
落
、
社
寺
、
暗
礁
、
渦
巻
、
瀬
、
蔵
・
番
所
、
渡
船
〉

と
、
水
路
図
に
よ
っ
て
有
無
の
あ
る
ラ
ン
ド
マ
l
グ
(
道
、
舟
道
、
水
制

工
、
昨
下
)
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。
全
水
路
図
に
共
通
し
た
ラ
ン

ド
マ

l
ク
は
、

い
わ
ば
水
路
図
の
基
本
ラ
ン
ド
マ
l
グ
で
あ
る
。
基
本
ラ

水路図の図法

ン
ド
マ

l
ク
は
、

い
か
な
る
依
頼
者
の
作
成
目
的
に
よ
っ
て
も
消
去
さ
れ

な
い
性
格
を
有
し
て
い
る
。

一
方
、
各
水
路
図
に
特
有
な
ラ
ン
ド
マ
l
ク

は
依
頼
者
の
作
成
目
的
(
主
題
)
に
左
右
さ
れ
る
、

い
わ
ば
主
題
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
。
基
本
ラ
ン
ド
マ
l
ク
と
主
題
ラ
ン
ド
マ
l
グ
に
お
け
る

図 1

性
格
の
差
異
は
、
絵
師
の
イ
メ
ー
ジ
の
介
在
と
深
く
関
係
す
る
。

つ
ま
り

絵
師
の
イ
メ
ー
ジ
は
主
題
ラ
ン
ド
マ
l
ク
に
は
弱
く
、
基
本
ラ
ン
ド
マ
l

ク
に
は
よ
り
強
い
作
用
で
表
現
さ
れ
た
。

依
頼
者
と
そ
の
作
成
目
的
が
明
ら
か
な
北
上
川
を
例
に
と
ろ
う
。
北
上

川
ー
は
盛
岡
藩
勘
定
所
が
鮮
下
船
の
利
用
制
限
を
す
る
た
め
に
、
鮮
下
船

を
必
要
と
す
る
難
所
と
必
要
と
し
な
い
難
所
を
表
現
し
た
。
こ
の
た
め
、

ま
ず
貯
下
船
の
利
用
箇
所
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
難
所
ご
と
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に
ど
の
程
度
の
水
量
と
な
っ
た
な
ら
ば
鮮
下
船
を
必
要
と
す
る
か
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
に
藩
船
が
通
常
航
行
す
る
舟
道
を
描

い
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
舟
道
の
水
深
を
保
つ
水
制
工
の
位
置
が
一
不
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

主
題
ラ
ン
ド
マ

l
ク
は
依
頼
者
の
作
成
目
的
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
こ
こ
に
は
絵
師
の
イ
メ
ー
ジ
が
介
在
す
る
余
地
は
少
な
い
。

基
本
ラ
ン
ド
マ

l
ク
に
は
、

よ
り
強
く
絵
師
の
イ
メ
ー
ジ
が
作
用
し
た
。
集
落
や
社
寺
を
そ
の
名
称
の
み
記
す
か
、
そ
こ
に
建
物
を
描

く
か
、
そ
し
て
当
時
存
在
し
た
集
落
や
社
寺
の
う
ち
何
を
選
択
す
る
か
、
こ
れ
ら
は
絵
師
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。

実
際
、
北
上
川
水
路
図
に
示
さ
れ
た
社
寺
は
、
当
時
川
船
か
ら
見
え
た
は
ず
の
社
寺
す
べ
て
で
は
な
い
。
北
上
川
水
路
図
に
示
さ
れ
た

社
寺
は
、
水
路
図
作
成
の
案
内
を
し
た
船
頭
が
信
仰
し
て
い
た
社
寺
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
船
頭
の
経
験
者
か
ら
聞
き
取

り
し
た
彼
ら
の
信
仰
社
寺
と
は
、
水
路
図
に
示
さ
れ
た
社
寺
は
大
半
一
致
し
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
近
世
の
船
頭
と
現
在
の
船
頭
で
は

信
仰
対
象
の
社
寺
も
変
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
信
仰
は
比
較
的
変
化
し
に
く
い
性
質
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
水
路
図
に
示
さ
れ
た
社

寺
が
い
ず
れ
も
特
徴
的
な
地
形
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
川
船
航
行
時
の
位
置
確
認
ハ
立
と
考
え
ら
れ
る
。
川
船
航
行
の
経
験
が
少

な
い
絵
師
に
と
っ
て
、
特
徴
的
な
地
形
に
位
置
す
る
社
寺
は
位
置
確
認
の
格
好
な
ラ
ン
ド
マ
l
ク
と
し
て
認
識
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

表
2
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
水
路
図
の
範
囲
の
中
心
と
な
る
河
川
航
路
と
図
幅
の
空
間
の
範
囲
を
決
定
す
る
両
岸
の
山
も
基
本
ラ
ン

ド
マ
l
ク
で
あ
る
。
通
常
、
我
々
は
河
川
を
水
色
に
山
の
樹
木
を
緑
色
に
着
色
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
水
路
図
は
、
我
々
の
色
彩
感
覚
と
同

様
に
着
色
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
か
に
は
河
川
を
緑
色
、
う
す
茶
色
、
黄
色
に
着
色
し
た
水
路
図
が
あ
る
。

最
上
川
4
は
緑
色
の
河
川
で
あ
る
。
山
は
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、
と
き
お
り
黄
色
を
ま
ぜ
て
い
る
。
最
上
川
5
は
う
す
茶
色
の
河
川
で

あ
る
。
難
所
と
山
は
赤
茶
色
で
着
色
し
て
い
る
。
最
上
川
6
は
黄
色
の
河
川
で
あ
る
。
暗
礁
は
灰
色
で
、
赤
石
と
い
う
岩
だ
け
名
称
の
通

り
赤
色
で
着
色
し
て
い
る
。
山
の
樹
木
は
墨
書
し
、
山
を
黄
色
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
、
水
路
図
の
な
か
で
も
こ
の
三
点
は
特
に
我
々
の
色
彩
感
覚
と
異
な
る
着
色
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
絵
師
が
季
節
感
を
水

路
図
に
盛
り
込
も
う
と
表
現
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
雨
期
の
河
川
は
濁
流
し
、
う
す
茶
色
や
黄
色
に
見
え
る
こ
と
が
あ

る
。
前
述
の
三
点
以
外
に
も
、
最
上
川
3
で
は
最
上
峡
の
山
々
の
樹
木
を
黄
色
や
赤
色
で
着
色
し
て
お
り
、
紅
葉
の
季
節
を
表
現
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
思
え
る
。
す
な
わ
ち
、
絵
師
は
多
か
れ
少
な
か
れ
季
節
感
な
ど
を
色
彩
感
覚
と
し
て
基
本
ラ
ン
ド
マ

I
ク
に
表
現
し
て
い

た
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。

五

船
頭
の
空
間
認
識

絵
師
の
な
か
に
は
川
船
に
乗
っ
た
経
験
す
ら
な
い
者
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
通
常
、
絵
師
は
河
川
航
路
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
持
ち
合

絵図にみる近世河川航路の空間認識

わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
河
川
航
路
の
難
所
に
関
す
る
情
報
は
、
経
験
豊
か
な
船
頭
の
み
知
り
う
る
。
そ
こ
で
、
水
路
図
の
難
所
は
船
頭
の

イ
メ
ー
ジ
を
記
号
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
難
所
の
図
的
表
現
と
文
字
注
記
、
難
所
の
位
置
関
係
を
一
万
す
表
現
距
離

と
し
て
表
現
さ
れ
た
。
難
所
の
図
的
表
現
と
文
字
注
記
は
、
暗
礁
、
渦
巻
、
瀬
、
風
向
の
自
然
障
害
が
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
高
い
危

険
度
を
も
っ
難
所
と
船
頭
に
認
識
さ
れ
た
か
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
現
距
離
は
川
船
が
航
路
を
下
る
時
に
次
々
と
あ
ら
わ
れ
る
難

所
を
い
か
な
る
位
置
関
係
で
船
頭
が
認
識
し
て
い
た
か
を
表
現
し
て
い
る
。

付

図
的
表
現
と
文
字
注
記

暗
礁
、
渦
巻
、
瀬
は
写
実
的
か
そ
う
で
な
い
か
の
別
は
あ
っ
て
も
、

お
お
よ
そ
図
ー
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
文
字
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注
記
の
有
無
が
あ
り
、
名
称
お
よ
び
難
所
と
文
字
注
記
さ
れ
た
も
の
を
船
頭
が
認
識
し
た
難
所
と
考
え
る
。

難
所
は
危
険
度
に
差
異
が
あ
る
。
船
頭
は
そ
れ
ぞ
れ
の
難
所
に
つ
い
て
、
そ
の
危
険
度
を
絵
師
に
指
摘
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
難
所
の



122 

一
二
ツ
石

目
呂
木
作
ノ
瀬
一

鹿
又

石
巻

日
形

柳
津

1立石大難所
2男山大難所
3黒瀬大難所
4三ツ石
5割石

7 i頼脇の鼻繰
8あてらくの巻
9ひのきτ巻

10午房巻

11西風強き時難所

1立石犬難所
2黒j頼大難所
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白ぬき区間(表現距離が実測距離より長い。)

黒色の区間(表現距離が実測距離より短い。)

北上川水路図の難所と表現距離図 2
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危
険
度
を
、
絵
師
は
二
通
り
の
方
法
で
表
現
し
た
。
文
字
注
記
で
と
く
に
難
所
と
記
す
方
法
、
図
的
表
現
で
難
所
を
誇
張
す
る
方
法
で
あ

る。
北
上
川
水
路
図
で
は
、
主
と
し
て
前
者
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。
図
2
に
北
上
川
1
と
6
の
難
所
を
図
示
し
た
が
、
危
険
度
を
大
難
所
、

難
所
、
名
称
の
み
、
と
い
う
三
段
階
に
区
分
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、

「
立
石
大
難
所
」
、
「
出
岩
難
所
」
と
い
う
文
字
注

記
で
あ
る
。

最
上
川
水
路
図
で
は
、
最
上
川
2
を
除
く
と
後
者
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。
最
上
川
2
は
文
字
注
記
で
危
険
度
を
大
難
、
小
難
、
名
称
の

み
、
と
い
う
三
段
階
で
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
七
点
の
水
路
図
で
は
難
所
は
名
称
の
み
で
あ
る
。
図
3
に
最
上
川
3
と
4

の
難
所
を
図
示
し
た
。
た
と
え
ば
、
最
上
川
3
に
は
四
五
の
難
所
名
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
碁
点
(
叩
番
)
、
一
ニ
ケ
瀬
(
ロ
番
)
、
隼
の
瀬

(
日
番
〉
、
砥
色
淵

(
M
番
)
は
極
端
に
誇
張
さ
れ
て
い
る
。
碁
点
、
三
ケ
瀬
、
隼
は
最
上
川
舟
唄
に
も
歌
わ
れ
た
三
大
難
所
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
誇
張
し
た
図
的
表
現
で
描
く
こ
と
に
よ
り
、
難
所
の
危
険
度
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

難
所
の
数
は
水
路
図
に
よ
り
差
異
が
あ
る
。
た
と
え
同
一
区
聞
を
描
い
た
水
路
図
で
も
、
難
所
と
そ
の
数
に
か
な
り
差
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
水
路
図
の
作
成
年
代
、
作
成
に
携
わ
っ
た
船
頭
の
集
団
の
差
異
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
難
所
除
去
の
技
術
の
進
展
に
と
も
な

い
難
所
に
対
す
る
危
険
度
に
も
差
が
生
じ
た
た
め
か
、
作
成
年
代
の
新
し
い
水
路
図
ほ
ど
難
所
の
数
が
減
少
し
て
い
る
。
実
際
、
図
2
の

北
上
川
1
と
6
は
約
一

O
O年
の
年
代
差
が
あ
り
、
新
し
い
北
上
川
6
の
方
が
難
所
の
数
が
少
な
い
。
こ
れ
は
図
3
に
お
い
て
さ
ら
に
顕

著
と
な
る
。
図
3
の
最
上
川
3
と
4
は
同
じ
く
約
一

O
O年
の
差
が
あ
り
、
難
所
の
数
は
四
五
か
ら
一
一
一
へ
減
少
し
て
い
る
。

一方、

ほ
ぼ
同
年
代
に
作
成
さ
れ
た
水
路
図
で
も
、
難
所
と
そ
の
数
に
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
難
所
に
対
す
る
認
識
が
船
頭
の
集
団

に
よ
っ
て
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
同
時
代
の
船
頭
で
あ
っ
て
も
、
操
船
す
る
川
船
の
規
模
が
異
な
れ
ば
難



所
の
認
識
も
変
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

。
難
所
の
表
現
距
離

水
路
図
は
近
代
測
量
図
で
は
な
い
か
ら
、
難
所
の
位
置
関
係
は
主
と
し
て
船
頭
の
指
摘
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
想
定
し
う
る
船
頭
の
指
摘

は
、
ま
ず
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。

ω川
船
で
船
下
り
を
し
た
者
で
あ
れ
ば
、
通
常
、
川
の
流
速
が
早
い
区
聞
を
短
く
感
じ
る
。

つ
ま
り
、
川
の
流
速
が
水
路
図
の
表
現
距

離
に
反
映
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ω船
頭
は
難
所
の
危
険
度
と
形
状
を
詳
細
に
指
摘
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
絵
師
は
難
所
を
誇
張
し
て
描
き
、
結
果
と
し
て
難
所
の

多
い
区
聞
が
長
く
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

絵図にみる近世河川航路の空間認識

そ
こ
で
、
ま
ず
川
の
想
定
に
つ
い
て
河
床
勾
配
と
水
路
図
の
表
現
距
離
と
の
対
応
を
検
討
し
た
。
し
か
し
、
対
応
関
係
は
見
い
出
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
水
路
図
の
表
現
に
主
体
の
流
速
感
覚
が
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

次
に
帥
の
想
定
を
検
討
す
る
た
め
、
図
2
と
図
3
に
そ
れ
ぞ
れ
表
現
距
離
と
実
測
距
離
の
比
率
を
算
出
し
て
図
示
し
た
。
算
出
法
は
以

下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
ず
現
在
地
と
位
置
同
定
を
し
や
す
い
地
点
を
選
び
水
路
図
の
河
川
航
路
に
沿
っ
て
長
さ
を
計
測
し
た
。
こ
れ
が

表
現
距
離
で
あ
る
。
次
に
、
平
野
部
の
河
道
変
遷
に
よ
る
誤
差
を
少
な
く
す
る
た
め
、
明
治
四
二
年
式
五
万
分
の
一
地
形
図
を
用
い
、
こ

の
地
点
聞
の
距
離
を
同
様
に
計
測
し
た
。
こ
れ
が
実
測
距
離
で
あ
る
。
表
現
距
離
と
実
測
距
離
の
比
率
を
算
出
し
、
次
の
よ
う
に
図
示
し

た
。
表
現
距
離
が
実
測
距
離
よ
り
も
長
い
区
聞
を
白
ぬ
き
と
し
、
そ
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
水
路
図
で
は
実
際
よ
り
長
く
表
現
さ
れ
て
い
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た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
表
現
距
離
が
実
測
距
離
よ
り
も
短
い
区
聞
を
黒
色
で
示
し
、
そ
の
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
水
路
図
で
は
実
際
よ
り

も
短
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
当
時
の
河
川
航
路
の
距
離
を
地
形
図
か
ら
求
め
る
の
が
適
当
か
、
当
時
の
里
程
か
ら
求
め
る
の
が
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適
当
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
時
の
里
程
に
よ
る
算
出
も
お
こ
な
っ
た
が
、
結
果
は
地
形
図
か
ら
求
め
た
数
値
と
大
差
が
な

ミ
つ
こ
o

，
刀
チ
ー

つ
ま
り
、
当
時
の
里
程
は
す
で
に
正
確
な
実
測
距
離
に
近
似
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

北
上
川
水
路
図
の
例
を
図
2
に
示
し
た
。
水
路
図
す
べ
て
に
つ
い
て
算
出
し
た
が
、
作
成
年
代
が
明
確
で
年
代
差
の
大
き
い
北
上
川
l

と
6
を
選
ん
だ
。
こ
の
両
図
を
比
較
す
る
と
、
黒
沢
尻
l
二
一
ッ
石
間
と
日
形
i
柳
津
聞
が
と
も
に
短
く
、
対
照
的
に
目
呂
木
|
日
形
聞
と

鹿
又
|
石
巻
聞
が
と
も
に
長
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
他
の
四
点
の
北
上
川
水
路
図
に
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
た
。

北
上
川
ー
で
は
五
ケ
所
の
難
所
が
あ
る
目
白
木

l
日
形
聞
を
長
く
表
現
し
て
い
る
。
し
か
し
、
表
現
距
離
の
短
い
黒
沢
尻

l
コ
マ
石
間

に
も
二
ケ
所
、
日
形
|
柳
津
聞
に
は
三
ケ
所
の
難
所
が
あ
る
。
北
上
川
6
で
は
四
ケ
所
も
難
所
の
あ
る
黒
沢
尻
l
一
ニ
ツ
石
聞
が
短
く
表
現

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
北
上
川
水
路
図
の
表
現
距
離
は
難
所
の
数
に
対
応
し
て
い
な
い
。

最
上
川
水
路
図
の
例
を
図
3
に
示
し
た
。
水
路
図
す
べ
て
に
つ
い
て
算
出
し
た
が
、
作
成
年
代
が
明
確
で
あ
り
作
成
目
的
も
異
な
る
と

考
え
ら
れ
る
最
上
川
3
と
4
を
選
ん
だ
。
こ
の
両
図
を
比
較
す
る
と
、
清
川
|
酒
田
間
の
表
現
距
離
は
正
反
対
で
あ
る
が
、
谷
地
|
名
木

沢
聞
が
と
も
に
長
く
、
名
木
沢
l
清
川
聞
が
と
も
に
短
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
谷
地
l
酒
田
聞
の
水
路
図
は
他
に
二
点
あ
る
が
、
最
上
川

6
は
3
と
、
最
上
川
5
は
4
と
同
一
傾
向
の
表
現
距
離
を
示
し
て
い
た
。

表
現
距
離
の
長
い
谷
地
|
名
木
沢
聞
に
お
け
る
難
所
の
数
は
、
最
上
川
3
で
二

O
、
最
上
川
4
で
は
六
で
あ
る
。

一
方
、
表
現
距
離
の

短
い
名
木
沢
|
清
川
聞
に
お
け
る
難
所
の
数
は
、
最
上
川
3
で
一
四
、
最
上
川
4
で
は
二
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
水
路
図
に
よ
っ
て
難

所
の
数
は
異
な
る
が
、
難
所
の
数
は
表
現
距
離
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。

以
上
の
結
果
を
前
節
の
問
題
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
北
上
川
水
路
図
で
は
難
所
の
危
険
度
を
文
字
注
記
で
示
し

た
た
め
に
難
所
の
誇
張
表
現
は
お
さ
え
ら
れ
、
結
果
的
に
難
所
の
数
は
表
現
距
離
に
反
映
し
な
か
っ
た
。

一
方
、
最
上
川
水
路
図
で
は
難



所
の
危
険
度
を
図
的
表
現
で
示
し
た
た
め
難
所
は
誇
張
表
現
さ
れ
、
結
果
的
に
難
所
の
数
が
表
現
距
離
に
反
映
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ど
の
難
所
も
各
水
路
図
で
同
様
に
誇
張
表
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
作
成
年
代
の
差
、
船
頭
の
集
団
に
よ
る
差
が
難
所
と
そ
の
数
に
反

映
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
字
注
記
で
示
そ
う
と
図
的
表
現
で
示
そ
う
と
、
同
一
区
間
の
水
路
図
は
ほ
ぼ
均
一
の
表
現
距
離
を

有
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
北
上
川
の
狐
禅
寺
狭
搾
部
(
図
2
参
照
)
は
常
に
長
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
先
行
谷
で
も
、
最
上

川
の
最
上
峡
(
図
3
参
照
)
は
常
に
短
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
先
行
谷
で
あ
っ
て
も
、
北
上
川
の
船
頭
が
狐
禅
寺
狭
搾
部

に
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
、
最
上
川
の
船
頭
が
最
上
峡
に
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
で
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

..L. 
J、
お
わ
り
に

絵図にみる近世河川航路の空間認識

絵
図
解
読
に
よ
る
空
間
認
識
の
解
明
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
北
上
川
水
路
図
と
最
上
川
水
路
図
を
具
体
例
と
し
て
考
察
し
た
。
本
稿
の

特
色
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
絵
図
解
読
に
は
作
成
目
的
を
も
っ
依
頼
者
と
空
間
認
識
の
主
体
を
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
本
稿
で
は
依
頼
者
の
作
成
目
的
、
絵
師
の
空
間
認
識
、
船
頭
の
空
間
認
識
を
明
確
に
区
別
す
る
よ
う
努
め
た
。
と
く
に
、
水
路
図
に

表
現
さ
れ
た
諸
事
物
を
主
題
ラ
ン
ド
マ
l
グ
と
基
本
ラ
ン
ド
マ
l
ク
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
依
頼
者
の
作
成
目
的
と
主
体
の
空
間
認

識
を
解
離
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
主
題
ラ
ン
ド
マ
l
ク
と
基
本
ラ
ン
ド
マ
l
ク
は
、
同
一
基
準
を
有
す
る
絵
図
相
互
の
比
較
か

ら
導
き
出
す
概
念
で
あ
る
が
、
絵
図
解
読
の
有
効
な
方
法
と
考
え
る
。

第
二
に
、
現
地
で
の
観
察
、
聞
き
取
り
、
関
連
文
書
と
の
照
合
、
水
路
図
の
計
測
な
ど
、
可
能
な
限
り
実
証
的
方
法
を
と
る
よ
う
に
努
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め
た
。
と
く
に
、
表
現
距
離
の
計
測
は
主
体
の
空
間
認
識
を
客
観
的
に
提
示
す
る
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
と
は
い
え
、
絵
図
は
貴
重
な

資
料
で
あ
る
か
ら
実
物
の
絵
図
を
計
測
す
る
な
ど
、
と
て
も
で
き
な
い
相
談
で
あ
る
。
筆
者
は
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
、
長
大
な
水
路
図
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を
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ベ

l
ぺ
l
に
書
き
写
し
、
こ
れ
を
計
測
し
た
。

絵
図
解
読
が
過
去
の
人
々
の
主
観
的
な
空
間
認
識
を
理
解
す
る
に
足
り
う
る
方
法
で
あ
る
こ
と
が
、
本
稿
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
で
も
認

め
ら
れ
た
か
と
思
う
。
今
後
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
が
、
河
川
水
路
図
の
事
例
を
通
し
て
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い

az

付
記
本
稿
は
、
一
九
八
四
年
度
歴
史
地
理
学
会
大
会
に
お
い
て
報
告
し
た
内
容
に
加
筆
修
正
も
の
で
あ
る
。
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
体
品
説
大
学
歴

史
・
人
類
学
系
の
黒
崎
千
晴
・
北
見
俊
夫
・
芳
賀
登
・
大
演
徹
也
の
各
先
生
よ
り
御
指
導
を
頂
い
た
。
ま
た
日
本
女
子
大
学
(
当
時
)
佐
藤
甚
次
郎
先

生
、
流
通
経
務
大
学
菊
地
利
夫
先
生
、
明
治
大
学
千
葉
徳
商
先
生
、
大
阪
商
業
大
学
富
岡
儀
八
先
生
、
葛
川
絵
図
研
究
会
諸
氏
、
絵
図
資
料
研
究
会
諸

氏
、
城
西
大
学
小
口
千
明
氏
に
有
益
な
御
助
言
を
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
現
地
調
査
に
際
し
便
宜
を
頂
い
た
研
究
者
、
所
蔵
者
の

方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

主

(
1
)

小
野
寺
淳
「
北
上
川
航
路
図
に
あ
ら
わ
れ
た
船
頭
の
自
然
知
覚
」
(
千
葉
徳
爾
編
『
日
本
民
俗
風
土
論
』
弘
文
堂
、

五
九
頁

(
2
)

淀
川
の
船
旅
案
内
図
は
、
管
見
で
は
次
の
一
一
一
種
類
の
刊
本
が
あ
る
。
天
保
期
『
乗
陸
必
携
大
川
便
覧
』
、
安
政
期
『
淀
川
両
岸
一
覧
図
』
、
文
久

期
『
淀
川
両
岸
一
覧
』
こ
れ
ら
は
大
阪
府
立
図
書
館
は
じ
め
各
地
の
公
共
機
関
で
散
見
で
き
る
。
ま
た
文
久
期
本
は
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
『
淀
川

両
岸
一
覧
・
宇
治
川
両
岸
一
覧
』
柳
原
書
広
、
一
九
七
八

(
3
)

『
利
根
川
河
岸
絵
図
』
須
賀
太
郎
家
所
蔵
(
群
馬
県
高
崎
市
倉
賀
野
町
)
、
同
絵
図
は
『
群
馬
県
史
資
料
編

m』
一
九
七
八
、
口
絵
所
収

(
4
)

阿
武
隈
川
に
つ
い
て
は
安
田
初
雄
の
研
究
が
あ
る
。
安
田
初
雄
「
近
世
の
阿
武
隈
川
の
水
路
絵
図
に
就
い
て
」
東
北
福
祉
大
学
紀
要
、
五
|

二
、
一
九
八

O

富
士
川
の
絵
図
は
三
点
現
存
し
て
い
る
。

(
5
)

北
上
川
水
路
図

l
l
『
北
上
市
史
第
8
巻
』
一
九
八
三
、
『
宮
城
県
史
第
お
巻
』
口
絵
に
北
上
川
2
所
収
、
一
九
五
八
、

川
と
水
運
』
東
北
歴
史
資
料
館
、
一
九
八
二
、
『
北
上
川
の
水
運
』
北
上
市
立
博
物
館
、
一
九
八
三

最
上
川
水
路
図
|
!
『
山
形
県
史
資
料
篇
四
』
口
絵
に
最
上
川
2
所
収
、
一
九
七
六
、
『
山
形
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書

一
九
八

O
)
、

一
四
一

1
一

『
近
世
の
北
上

最
上
川
伺
』
山



絵図にみる近世河川航路の空間認識

形
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
、
『
紅
花
の
す
べ
て
展
|
紅
花
と
最
上
川
』
山
形
県
立
博
物
館
、

(
6
)

『
北
上
川
舟
運
資
料
目
録
』
北
上
市
立
図
書
館
、
一
九
七

O
、
一
四
頁

(
7
)

佐
々
木
高
明
、
吉
田
敏
弘
の
指
摘
に
負
う
所
が
多
い
。
佐
々
木
高
明
「
地
図
の
歴
史
と
環
境
認
識
の
変
遷
」
(
石
毛
直
道
編
『
環
境
と
文
化
l

人
類
学
的
考
察
|
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
八
)
二
一
二
七

1
二
七
六
頁
、
吉
田
敏
弘
「
絵
は
語
る
『
葛
川
絵
図
』
」
月
刊
百
科
二
五
七
、

一
九
八
四
、
三
一

J
三
七
頁

(
8
)

『
北
上
市
史
第
8
巻
』
一
九
八
三
、
三
九
四

t
三
九
五
頁
本
書
の
注
は
拙
稿
の
前
掲

(
1
)
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
た
。

(
9
)

神
庄
太
夫
貞
啓
(
享
保
一
五
年
四
月
家
督
i
明
和
五
年
九
月
一
七
日
死
亡
)
『
参
考
諸
家
系
図
巻
ロ
』
盛
岡
市
中
央
公
民
館
所
蔵

(m)
長
沢
覚
右
衛
門
保
周
増
補
『
黒
沢
尻
御
締
所
御
定
日
』
安
永
七
年
、
岩
手
県
立
図
書
館
所
蔵
、
ま
た
北
上
川
水
運
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ

れ
た
い
。
小
野
寺
淳
「
河
川
交
通
の
地
域
的
機
能
」
(
山
崎
謹
哉
編
『
近
世
の
歴
史
地
理
』
大
明
堂
、
一
九
八
五
)

(
日
)
岩
間
作
右
衛
門
(
享
保
一
六
年
三
月

1
延
享
四
年
三
月
ま
で
郡
奉
行
)
『
新
庄
図
書
館
郷
土
資
料
叢
書
第
9
輯
戸
沢
家
中
分
限
帳

ω』
一
九

七
六

(
ロ
)
小
野
寺
淳
「
絵
図
に
み
る
最
上
川
の
空
間
認
識
」
一
九
八
三
年
度
地
方
史
研
究
協
議
会
大
会
に
て
報
告

(
臼
)
宇
井
啓
「
稲
村
家
の
研
究
」
山
形
大
学
人
文
科
学
内
地
留
学
研
修
報
告
、
一
九
七
八

(
日
比
)
術
敵
図
あ
る
い
は
烏
敵
図
に
つ
い
て
は
、
矢
守
一
彦
の
研
究
を
参
考
と
し
た
。
矢
守
一
彦
「
鳥
敵
図
考
」
(
京
都
大
学
文
学
部
地
理
学
教
室
編

『
地
理
の
思
想
』
地
人
書
房
、
一
九
八
二
)
、
二
ハ
八

1
一
七
八
頁

(
日
)
佐
藤
甚
次
郎
ご
八
世
紀
初
頭
作
の
鳥
海
山
の
張
抜
き
模
型
と
『
お
こ
し
立
て
絵
図
』
」
地
図
、
一
七
|
三
、
一
九
七
九

(
日
)
「
阿
武
隈
川
舟
運
図
」
福
島
市
資
料
展
示
室
所
蔵

(
げ
)
前
掲
(
1
)
参
照

(
凶
)
葛
川
絵
図
研
究
会
の
一
連
の
報
告
が
あ
る
。
葛
川
絵
図
研
究
会
「
『
葛
川
絵
図
』
に
見
る
空
間
認
識
と
そ
の
表
現
」
日
本
史
研
究
二
四
回
、

九
八
二
、
島
川
絵
図
研
究
会
「
絵
図
を
読
む
」
地
理
二
九

l
一
J
五
・
七
、
一
九
八
四

一
九
八
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